






要約:新生児医療の進歩により多くのハイリスク低出生体重児が、救命されるようになっ

てきた。その児の発育、発達については長期間のフォローアップが必要である。NlCU を

退院してからの育児については不安が多い。身体発育、精神発達など多くの不安を抱える

ことが多い。NICU のフォローアップ外来での母親支援も大事であるが、さらに地域での

支援システムの充実も大切である。地域保健法が平成 9年 4月 1日から全面施行になり、

ハイリスク低出生体重児の地域ケアは保健所の業務となった。埼玉県では保健婦はいまま

では地区担当制で業務を行っていたが、平成 9年度からは業務担当制になった。従って母

子担当の保健婦が低出生体重児の地域ケアを行うことになった。地域保健法のもとでの平

成 9年度の地域での取り組みの実態と問題点、今後のあり方などにつき検討した。


